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　今年、創立150年を迎える藤島小学校で、４月10日に
入学式が行われました。
　この日初めて登校したピカピカの１年生たち。少し緊張
しながらも、先生のお話を真剣に聞いていました。

　今年、創立150年を迎える藤島小学校で、４月10日に
入学式が行われました。
　この日初めて登校したピカピカの１年生たち。少し緊張
しながらも、先生のお話を真剣に聞いていました。

いよいよ今日から１年生♪いよいよ今日から１年生♪
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委
員
長
が
補
正
予
算
議
案
の
審
査
報

告
を
行
い
、
表
決
の
結
果
、
議
第
１

号
〜
４
号
の
４
件
は
全
員
賛
成
で
承

認
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
終
了
後
に
予
算
特
別
委
員

会
を
開
催
し
、
５
年
度
予
算
議
案
９

件
に
つ
い
て
の
提
案
説
明
の
後
、
各

分
科
会
に
分
割
付
託
し
ま
し
た
。

　
８
日
に
総
務
、
９
日
に
市
民
文
教
、

10
日
に
厚
生
、
13
日
に
産
業
建
設
の

各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た

条
例
及
び
事
件
議
案
の
審
査
を
行
い
、

引
き
続
き
予
算
特
別
委
員
会
分
科
会

と
し
て
、
予
算
議
案
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。（
審
査
内
容
は
６
〜
７
頁
）

　
ま
た
、
総
務
、
市
民
文
教
及
び
厚

生
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た

請
願
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
22
日
の
本
会
議
で
は
、
意
見
書
提

出
を
求
め
る
請
願
３
件
に
つ
い
て
、

各
所
管
の
常
任
委
員
長
が
審
査
報
告

を
行
い
、
討
論
の
後
、
表
決
の
結
果
、

請
願
第
１
号
、
４
号
及
び
５
号
は
賛

成
少
数
で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
終
了
後
に
開
催
し
た
予
算

特
別
委
員
会
で
は
、
初
め
に
、
５
年

　
開
会
初
日
は
、
市
当
局
が
36
件
の

議
案
を
提
出
し
、
各
会
派
を
代
表
し

て
７
人
の
議
員
が
総
括
質
問
を
行
い

ま
し
た
。（
質
問
内
容
は
８
〜
10
頁
）

　
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
予
算
議
案

は
予
算
特
別
委
員
会
に
、
条
例
及
び

事
件
議
案
は
所
管
の
常
任
委
員
会
に

付
託
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
第
34
号
〜
36
号
の
３
件

を
審
議
し
、
議
第
35
号
に
つ
い
て
は

質
疑
を
行
い
、
表
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
及
び
同
意
し
ま
し
た
。

（
人
事
案
件
の
内
容
は
下
段
）

　
最
後
に
、
議
会
提
出
の
議
会
第
１

号
を
審
議
し
、
表
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

市
当
局
が
令
和
５
年
度
予
算
を

含
む
議
案
36
件
を
提
出

　
開
会
２
日
目
に
、
予
算
特
別
委
員

会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
予
算
議

案
の
う
ち
、
４
年
度
補
正
予
算
議
案

４
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

提
案
説
明
の
後
、
質
疑
を
行
い
、
表

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
承
認
及
び

可
決
し
ま
し
た
。

　
２
日
、
３
日
、
６
日
の
３
日
間
、

24
人
の
議
員
が
市
当
局
に
対
し
、
市

政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。（
質
問
内
容
は
11
〜
15

頁
）

　
７
日
の
本
会
議
で
は
、
予
算
特
別

予
算
特
別
委
員
会
を
開
催

４
年
度
補
正
予
算
議
案
を
審
査

各
常
任
委
員
会
を
開
催

条
例
・
予
算
議
案
等
を
審
査

意
見
書
２
件
を
可
決
、
５
年
度
一
般

会
計
予
算
議
案
の
附
帯
決
議
を
可
決

請
願
３
件
を
不
採
択

予
算
特
別
委
員
会
で
分
科
会
報
告

４
年
度
補
正
予
算
議
案
４
件
を

全
員
賛
成
で
承
認
及
び
可
決

24
人
が
一
般
質
問

議会の概要
令和５年度予算、
４年度補正予算など
47件を審議

　
３
月
定
例
会
は
、
２
月
28
日
に
開
会
し
、

市
当
局
が
36
件
の
議
案
（
予
算
議
案
13
件
、

条
例
議
案
14
件
、
事
件
議
案
８
件
、
人
事
案

件
１
件
）、
議
会
が
１
件
の
議
案
を
提
出
し
ま

し
た
。
請
願
５
件
に
つ
い
て
は
、
所
管
の
常

任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　
総
括
質
問
、
委
員
会
審
査
な
ど
の
後
、
議

員
提
出
の
意
見
書
３
件
、
決
議
２
件
を
含
め

審
議
し
、
24
日
間
の
会
期
を
経
て
、
３
月
23

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

（
議
案
・
請
願
・
意
見
書
の
内
容
と
審
議
結
果

は
３
〜
４
頁
）

度
予
算
議
案
９
件
の
う
ち
議
第
５
号

に
つ
い
て
、
各
分
科
会
委
員
長
が
審

査
報
告
し
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
委
員
提
出
の
修
正
案
に
つ

い
て
質
疑
を
行
い
、
討
論
の
後
、
表

決
の
結
果
、
修
正
案
を
賛
成
少
数
で

否
決
、
原
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。

　
次
に
、
各
分
科
会
委
員
長
が
５
年

度
予
算
議
案
８
件
の
審
査
報
告
を
行

い
、
表
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

　
議
会
最
終
日
の
23
日
、
議
員
提
出

の
意
見
書
３
件
を
審
議
し
、
議
会
第

２
号
及
び
３
号
は
表
決
の
結
果
、
全

員
賛
成
で
可
決
、
議
会
第
４
号
は
討

論
の
後
、
表
決
の
結
果
、
賛
成
少
数

で
否
決
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
第
５
号
に
つ
い
て
、
予

算
特
別
委
員
長
が
審
査
報
告
し
た
後
、

議
員
提
出
の
修
正
案
に
つ
い
て
質
疑

を
行
い
、
討
論
の
後
、
表
決
の
結
果
、

修
正
案
を
賛
成
少
数
で
否
決
、
原
案

を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

（
討
論
内
容
は
５
頁
）

　
続
い
て
、
議
員
が
議
会
第
６
号
の

附
帯
決
議
案
を
提
出
し
、
質
疑
・
討

論
の
後
、
表
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。（
附
帯
決
議
の

内
容
は
５
頁
）

　
次
に
、
各
常
任
委
員
長
が
条
例
及

び
事
件
議
案
、
予
算
特
別
委
員
長
が

５
年
度
予
算
議
案
（
議
第
５
号
を
除

く
）
の
審
査
報
告
を
行
い
、
表
決
の

結
果
、
議
第
６
号
〜
19
号
及
び
21
号

〜
33
号
の
27
件
は
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
総
務
常
任
委
員
長
が
議

第
20
号
の
審
査
報
告
（
修
正
可
決
）

を
行
い
、
討
論
の
後
、
表
決
の
結
果
、

委
員
会
修
正
案
を
賛
成
少
数
で
否
決
、

原
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

（
修
正
案
の
内
容
は
５
頁
）

　
次
に
、
総
務
常
任
委
員
長
が
請
願

第
２
号
の
審
査
報
告
を
行
い
、
討
論

の
後
、
表
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で

不
採
択
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願

第
３
号
に
つ
い
て
は
、
市
民
文
教
常

任
委
員
長
か
ら
の
申
出
の
と
お
り
、

継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
会
が
議
会
第
５
号
を
提

出
し
、
質
疑
の
後
、
表
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
皆
川
治
市
長
の
選
挙
運

動
費
用
収
支
報
告
書
不
記
載
・
訂
正

等
問
題
並
び
に
本
市
職
員
に
対
す
る

パ
ワ
ハ
ラ
疑
惑
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
長
が
中
間
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

人
事
案
件
の
結
果

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

相
澤　
康
夫　
氏
（
湯
温
海
）
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鶴岡市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
改正について議第23号 厚　　生

鶴岡市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正に
ついて議第24号 厚　　生

鶴岡市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部改正について議第25号 厚　　生

令和４年度鶴岡市一般会計補正予算（専決第１号）の専決処分の承認について議第１号 予算特別
令和４年度鶴岡市一般会計補正予算（専決第２号）の専決処分の承認について議第２号 予算特別
令和４年度鶴岡市一般会計補正予算（第10号）議第３号 予算特別
令和４年度鶴岡市下水道事業会計補正予算（第３号）議第４号 予算特別
令和５年度鶴岡市一般会計予算議第５号 予算特別

令和５年度鶴岡市病院事業会計予算議第11号 予算特別
令和５年度鶴岡市水道事業会計予算議第12号 予算特別
令和５年度鶴岡市下水道事業会計予算議第13号 予算特別

三川町との庄内南部定住自立圏形成協定の一部変更について議第18号 総　　務
庄内町との庄内南部定住自立圏形成協定の一部変更について議第19号 総　　務
鶴岡市過疎地域持続的発展計画の一部変更について議第20号 総　　務
鶴岡市消防手数料条例の一部改正について議第21号 市民文教

鶴岡市建築審査会条例の制定について議第28号 産業建設
鶴岡市手数料条例の一部改正について議第29号 産業建設
鶴岡市営住宅設置及び管理条例の一部改正について議第30号 産業建設
鶴岡市特定公共賃貸住宅設置及び管理条例の一部改正について議第31号 産業建設
鶴岡市公共下水道事業受益者負担に関する条例等の一部改正について議第32号 産業建設

公有水面の埋立てについて議第35号 省　　略
人権擁護委員候補者の推薦について議第36号 省　　略

令和５年度鶴岡市特別会計予算　議第６号～議第10号 予算特別

財産の取得について（小形除雪車）議第15号～議第17号 総　　務

鶴岡市職員の高齢者部分休業に関する条例の制定について議第14号 総　　務
職員の定年延長を踏まえ、60歳以上の職員に係る部分休業の制度を創設するもの

鶴岡市国民健康保険条例の一部改正について議第26号 厚　　生
出産育児一時金の額を40万8,000円から48万8,000円に引き上げるもの

財産の取得について（取水井戸）議第33号 産業建設
中央工業団地に工業用水を供給するための取水井戸を取得するもの
鶴岡市議会政務活動費の交付に関する条例の一部改正について議第34号 省　　略
政務活動費を充てることができる経費の項目等を整理するもの（※改正内容は下記）

鶴岡市景観計画に係る行為の制限等に関する条例の一部改正について議第27号 産業建設
景観法の規定に基づいて届出を要する行為に、500㎡を超える太陽光発電パネルの
建設を加えるもの

鶴岡市消防団条例の一部改正について議第22号 市民文教
消防団員の確保等を目的として、消防団員の報酬の名称を改めるとともに、その
額を引き上げるもの

▼市長提出議案と審議結果
議案番号 議案名 審議結果付託委員会

承　認
（全員賛成）

可　決
（全員賛成）

可　決
（賛成多数）

可　決
(賛成多数)

同　意
（全員賛成）

可　決
（全員賛成）

可　決
（全員賛成）

　政務活動費を充てることができる経費の範囲につい
て、項目を次のとおり見直しました。
・従前より移動に要する経費以外の調査経費も対象とし
ていることから、「調査旅費」を「調査諸費」に改正

※鶴岡市議会政務活動費の交付に関する条例の一部改正（令和５年４月１日施行）
・「公聴費」を「広聴費」に改正
・令和４年７月に行った「政務活動費の手引き」の改定
において、携帯電話料金等を支出できない経費とした
(★)ことを踏まえ、「通信費」を削除

★手引きのそのほかの主な改定点（４年度から適用）
・車賃（ガソリン代）を支出できない経費とした。
・広報紙の発行に係る経費について、市政及び政務活動を周知・報告するための広報紙の発行を原則とすることとした。
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令和５年度における皆川治市長の選挙運動費用収支報告書不記載・訂正等問題並
びに本市職員に対するパワハラ疑惑に関する調査特別委員会の調査経費に関する
決議について

議会第5号 省　　略

５年度の調査経費を110万円以内とするもの

▼議員（議会）提出議案と審議結果

（仮称）ＪＲＥ加茂風力発電事業に対する鶴岡市の中止申し入れの撤回と調査の
継続を求める請願請願第3号 市民文教

安全・安心の医療・介護実現のため、ゆとりある提供体制と処遇改善を求めるた
めの意見書の提出に関する請願請願第5号 厚　　生

日本政府に核兵器禁止条約への批准を求める意見書の提出に関する請願請願第1号 総　　務

鶴岡市の日本非核宣言自治体協議会への加盟を求める請願請願第2号 総　　務

物価高騰に見合う生活保護基準の引き上げを求める意見書の提出を求める請願請願第4号 厚　　生

不採択
（賛成少数）

継続審査

不採択
（賛成少数）

▼請願と審議結果
請願番号 請願件名 審議結果付託委員会

議案番号 議案名 審議結果付託委員会

鶴岡市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について議会第1号 省　　略
個人情報保護法の改正に伴い、議会についても引き続き個人情報の保護を図るた
め、条例を制定するもの

保育士の配置基準の見直しを求める意見書の提出について議会第2号 省　　略

酪農家・畜産農家への実効性ある支援対策を求める意見書の提出について議会第3号 省　　略

防衛政策大転換の説明責任と徹底審議を求める意見書の提出について議会第4号 省　　略

議第５号 令和５年度鶴岡市一般会計予算に関する附帯決議について（内容は５頁）議会第6号 省　　略

否　決
（賛成少数）

可　決
(全員賛成)

可　決
（賛成多数）

　令和４年12月定例会での中間報告の後、計６回、
第25回までの委員会を開催しました。鶴岡市長選
挙における選挙運動費用収支報告書不記載・訂正
等に関する事項については、関係者等から提出さ
れた記録及び市長を含む関係者４人の証人の証言
内容について調査・分析を行いました。この結果、
「平成29年10月９日に支援者と皆川氏との間で行
われた100万円の授受について」「100万円授受後
の皆川氏と支援者とのやり取りについて」など15
の事案を抽出し、13の事案について、関係者間の
証言内容に相違がない事実、もしくは、委員会に
提出された記録により、委員間で争いがなく認定
できた事実を「確認された事実」として認定しま
した。
　今後は、証言内容の相違点や事案に対する法的

な見解などに基づいて、委員会として結論を出す
予定です。
　また、本市職員に対するパワハラ疑惑について
は、昨年５月に実施した職員アンケートや昨年12
月に実施した元市職員の証人２人の証言内容を調
査・分析し、今後は、追加の証人尋問に向け、委
員会で協議をしていきます。
　今後も必要に応じて証言や記録の請求を行い、
収集した証言や記録の精査・分析を進め、事実を
解明するために、調査を進めていきます。

百条調査特別委員会
中間報告

鶴岡市長選挙における選挙運動費用収支報告書
不記載・訂正等に関する事項について「確認さ
れた事実」を報告

中間報告書とこれまでの会議録は市議会
ホームページに掲載しています。
※会議録の公開には一定の期間を要します。
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３月定例会の
ポイント

令和５年度一般会計予算に関する附帯決議を可決
旧県立鶴岡病院解体事業・
　　　人工芝サッカー場整備事業

過疎地域持続的発展計画の一部変更について（議第20号）
総務常任委員会で修正案を提出するも、本会議では原案を可決

　３月定例会で提案された５年度当初予算案では、同
病院を解体し、跡地に人工芝サッカー場を整備する事
業に係る予算が計上されました。この事業は、解体費
約13億円を県と市が２分の１ずつ負担するとともに、
解体とサッカー場整備を一体で行うことで、解体費に
も財源として過疎債（※）を充当することができ、解
体に係る市の実質負担は全体の15％となるものです。

　しかし、県有施設の解体費を市が負担すること等に
ついて指摘があり、議員が同事業に係る予算を削除す
る修正案を提出。討論を行い、表決の結果、賛成少数
で修正案を否決、賛成多数で原案を可決しました。続
いて、議員が５年度一般会計予算に関する附帯決議案
を提出し、表決の結果、賛成多数で可決しました。

　過疎債発行の根拠となる過疎地域持続的発展計画につ
いて、「人工芝サッカー場整備事業」を項目として追加
するなどの一部変更が提案されました。総務常任委員会
の審査では、スポーツ推進計画における位置付けや基本
構想等を示して同事業を進めていくべき等の理由から、
同計画から同事業を削る修正案を委員が提出し、賛成多
数で可決しました。しかし、本会議では、賛成少数で委
員会修正案を否決、賛成多数で原案を可決しました。

※過疎債･･･過疎対策事業債。「過疎地域持続的発展計画」に基づいて行う事業の財源として特別に発行が
認められる地方債。県知事に地方債発行の協議を行い、その同意を得れば発行が可能となる。元利償還金
（返済額及び利子）の70％は交付税として国から交付されるため、市の実質負担は30％になる。

●長年にわたり県に解体を求めてきたが、実施され
なかった。一刻も早く解体してほしいという黄金
地区の住民の願いを実現するため、今回の提案は
最善の解決策である。
●人工芝サッカー場がないために、関係者は頻繁に
他市町のサッカー場に行っている。黄金地区の住
民やサッカー関係者の強い要望を踏まえると、こ
の提案は妥当である。

●県の遊休施設は県が解体し、更地にして譲渡する
のが常識。今後、ほかの県有施設の解体に大きな
課題を残すものとなる。
●本来責任を果たすべき立場の県が、本市を利用し
て問題を解決しようとしている。
●市民や市議会に対する説明が不十分である。今後、
十分な議論をしてからでも過疎債の活用は可能で
ある。

原案賛成 修 正 案 賛 成

討
　
　
論

附 帯 決 議 下記１及び２について県に確認するとともに、下記３を求めるもの

旧鶴岡病院跡地の土地の取得後にか
かり増しの経費が発生した場合、そ
の経費については県が負担すること。

1 人工芝サッカー場整備事業の全体計画及びアクセス道
の改良や切土に伴う市の負担を含めた全体の事業費の
見込みを、早急に議会に対して明示・説明すること。

3
今回のケースを前例にせず、今後に
ついては県所有財産の解体は原則ど
おり、県の費用負担で行うこと。

2 附帯決議…議決に当たって議会の意見や要望を
付す決議。法的拘束力はないが、執行部はこれ
を尊重することが求められる。

旧鶴岡病院（高坂地内）
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委員会審査
提出された議案をそれぞれ所管の
委員会に付託して審査します。
審査の主なものを掲載します。

委
員　
朝
日
庁
舎
改
築
事
業
に
関
し
、

設
計
を
見
る
限
り
、
書
庫
ス
ペ
ー
ス
が

狭
い
よ
う
に
思
う
が
、
書
類
の
デ
ー
タ

化
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
※
）
化
の
状
況
は
。

朝
日
庁
舎
総
務
企
画
課
長　
書
庫
ス
ペ

ー
ス
は
現
施
設
よ
り
減
る
が
、
遊
休
施

設
の
利
用
も
含
め
た
配
置
等
と
と
も
に
、

改
築
計
画
に
挙
げ
て
い
る
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
建
物
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量
を
50
％
以
上
削
減
す
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
・

Ｒ
ｅ
ａ
ｄｙ
で
設
計
を
進
め
て
い
る
。

委
員　
慶
應
義
塾
連
携
協
定
事
業
に
つ

い
て
、
本
市
の
財
政
支
援
に
よ
る
経
済

波
及
効
果
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

政
策
企
画
課
長
　
先
端
研
究
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー
に
あ
る
82
室
の
う
ち
73
室
を

18
の
企
業
・
団
体
で
使
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
一
帯
の
雇

用
者
は
、
令
和
４
年
４
月
現
在
で
約
５

０
０
人
、
う
ち
約
２
０
０
人
が
庄
内
地

方
出
身
者
で
あ
り
、
地
元
雇
用
の
受
皿

に
な
っ
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。
引
き

続
き
支
援
を
図
り
、
同
パ
ー
ク
一
帯
を

Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
雇
用
の
場

と
す
る
政
策
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

委
員　
市
民
憲
章
運
動
推
進
鶴
岡
大
会

補
助
金
に
つ
い
て
、
こ
の
概
要
は
。

総
務
課
長　
市
民
憲
章
運
動
を
推
進
し

て
い
る
団
体
の
全
国
大
会
開
催
地
に
本

市
実
行
委
員
会
が
立
候
補
し
、
５
年
度

に
、
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
を
会
場
に
開
催

す
る
も
の
で
あ
る
。
例
年
、
約
５
０
０

万
円
の
予
算
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
本

市
が
２
０
０
万
円
を
補
助
す
る
ほ
か
、

全
国
組
織
か
ら
の
補
助
金
等
約
３
０
０

万
円
を
充
て
る
予
定
で
あ
る
。

委
員　
県
所
有
の
旧
鶴
岡
病
院
を
解
体

し
、
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
を
整
備
す
る

が
、
全
体
構
想
は
ど
う
な
る
か
。

ス
ポ
ー
ツ
課
長　
全
体
構
想
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、
①
病
院
の
土
地
、
建
物
を

県
が
市
に
無
償
譲
渡
す
る
こ
と
、
②
病

院
の
解
体
は
市
が
行
う
こ
と
、
③
解
体

費
は
県
が
２
分
の
１
を
負
担
す
る
こ
と
、

④
解
体
後
の
跡
地
活
用
策
と
し
て
人
工

芝
サ
ッ
カ
ー
場
を
整
備
す
る
こ
と
、
⑤

解
体
と
施
設
整
備
の
財
源
と
し
て
過
疎

債
を
活
用
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

委
員　
過
疎
債
の
活
用
に
よ
り
、
市
の

実
質
的
な
負
担
は
ど
う
な
る
か
。

ス
ポ
ー
ツ
課
長　
過
疎
債
は
元
利
償
還

金
の
７
割
が
普
通
交
付
税
で
措
置
さ
れ

る
た
め
、
市
の
実
質
負
担
を
３
割
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
解
体
の
み
に
活
用
す
る
こ
と
は

で
き
ず
、
解
体
と
施
設
整
備
を
一
体
的

に
行
う
こ
と
で
解
体
費
に
も
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
解
体
費
は
約
13
億
円

を
見
込
ん
で
お
り
、
こ
の
う
ち
県
と
市

が
２
分
の
１
ず
つ
負
担
し
、
さ
ら
に
市

が
過
疎
債
を
活
用
し
た
場
合
、
市
の
実

質
負
担
は
総
額
の
15
％
、
約
１
億
９
、

５
０
０
万
円
と
な
る
。
ま
た
、
施
設
整

備
費
は
約
10
億
円
を
見
込
ん
で
お
り
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
約
５
、８

０
０
万
円
を
充
当
し
、
残
り
全
額
に
過

疎
債
を
活
用
し
た
場
合
、
市
の
実
質
負

担
は
約
２
億
８
、２
０
０
万
円
と
な
る
。

委
員　
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
の
整
備
か

ら
廃
止
ま
で
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト
は
、
ど
の
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
か
。

ス
ポ
ー
ツ
課
長　
年
間
の
維
持
管
理
費

は
約
１
、０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

る
。
ま
た
、
40
年
間
の
使
用
を
想
定
し

た
場
合
、
約
20
年
経
過
時
に
芝
の
張
替

え
が
必
要
と
な
る
た
め
、
当
初
の
整
備

費
か
ら
解
体
ま
で
の
総
額
で
は
、
約
35

億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

委
員　
ほ
か
の
競
技
団
体
か
ら
も
様
々

な
要
望
が
あ
る
と
思
う
が
、人
工
芝
サ
ッ

カ
ー
場
は
多
目
的
な
利
用
が
可
能
か
。

ス
ポ
ー
ツ
課
長　
今
後
、
整
備
基
本
計

画
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て
、
多
目
的

化
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

委
員　
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

更
新
や
利
活
用
の
考
え
方
や
計
画
は
。

防
災
安
全
課
長　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

更
新
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
と
意

見
交
換
を
行
う
中
で
、
避
難
場
所
の
見

直
し
な
ど
を
反
映
し
て
い
く
と
と
も
に
、

防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
も
努

め
る
。
５
年
度
内
に
更
新
を
完
了
し
、

６
年
度
に
配
付
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
今
回
新
た
に
ウ
ェ
ブ
版
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
も
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

昭和45年に建設した現在の朝日庁舎昭和45年に建設した現在の朝日庁舎

慶
應
義
塾
と
の
連
携
に
よ
る
効
果
は

市
民
憲
章
運
動
の
全
国
大
会
を
開
催

朝
日
庁
舎
の
改
築
の
状
況
は

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
は

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
総
務
分
科
会

人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
整
備
の
概
要
は

予
算
特
別
委
員
会

　
市
民
文
教
分
科
会

※ＺＥＢ…Net Zero Energy Buildingの略。快適な室内環境を実現しながら、
　　　　　高断熱化や高効率化と、太陽光発電等により、年間のエネルギー収支
　　　　　をゼロにすることを目指した建物。

ゼ 

ブ

ゼ
ブ

レ
デ
ィ
ー



予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
厚
生
分
科
会

予
算
特
別
委
員
会

　
産
業
建
設
分
科
会
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そ
の
後
、
３
年
度
に
地
質
調
査
、
４
年

度
に
設
計
業
務
を
実
施
し
て
い
る
。
５

年
度
は
、
国
に
よ
る
旧
鶴
岡
税
務
署
の

解
体
工
事
が
終
わ
り
次
第
、
現
地
着
工

で
き
る
よ
う
工
事
発
注
を
行
い
、
６
年

度
ま
で
の
２
か
年
で
工
事
を
行
う
予
定

で
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
工
事
費
は
、

５
年
度
が
約
６
億
４
、０
０
０
万
円
、

６
年
度
が
約
９
億
６
、０
０
０
万
円
、

合
計
約
16
億
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
、
建
設
資
材
の
高
騰
や
働
き
方
改

革
に
伴
う
工
期
の
延
び
な
ど
に
よ
る
影

響
を
考
慮
し
た
金
額
と
な
っ
て
い
る
。

委
員　
か
た
く
り
温
泉
利
活
用
ト
ラ
イ

ア
ル
事
業
の
概
要
は
。

朝
日
庁
舎
市
民
福
祉
課
長
　
こ
の
事
業

は
、
昨
年
11
月
に
営
業
を
終
了
し
た
か

た
く
り
温
泉
ぼ
ん
ぼ
の
今
後
の
利
活
用

委
員　
新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
に
つ
い
て
、
助
成
や
接
種
時
期
な

ど
の
今
後
の
見
通
し
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
調
整
監　
国

の
関
係
法
令
が
改
正
と
な
り
、
令
和
５

年
度
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
引
き
続
き
無

料
で
接
種
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
接

種
時
期
に
つ
い
て
は
、
春
夏
と
秋
冬
の

２
回
に
分
け
ら
れ
、
初
回
接
種
を
終
え

た
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者
、
基

礎
疾
患
を
有
す
る
方
、
医
療
及
び
介
護

従
事
者
等
を
対
象
と
し
た
接
種
が
５
月

に
開
始
さ
れ
、
初
回
接
種
を
終
え
た
５

歳
以
上
を
対
象
と
し
た
接
種
が
９
月
に

開
始
さ
れ
る
。
な
お
、
５
歳
か
ら
11
歳

ま
で
の
小
児
と
生
後
６
か
月
か
ら
４
歳

ま
で
の
乳
幼
児
に
つ
い
て
は
、
４
月
以

降
も
引
き
続
き
接
種
可
能
で
あ
る
。

委
員　
７
年
４
月
に
新
た
に
開
校
予
定

の
看
護
学
校
整
備
事
業
に
関
し
、
開
校

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
ま
た
、
今

般
の
資
材
高
騰
な
ど
の
影
響
も
考
慮
し

た
予
算
と
な
っ
て
い
る
か
。

荘
内
病
院
総
務
課
主
幹　
２
年
度
に
学

校
整
備
の
基
本
構
想
を
策
定
・
公
表
し
、

を
検
討
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査

（
※
）
の
結
果
を
踏
ま
え
、
利
活
用
の

ア
イ
デ
ア
を
持
つ
民
間
事
業
者
を
募
集

し
、
民
間
事
業
者
が
提
案
事
業
を
３
か

月
程
度
実
施
す
る
間
の
光
熱
水
費
や
燃

料
費
を
支
援
し
な
が
ら
、
提
案
事
業
の

実
現
可
能
性
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。

５
年
度
に
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
に
参
画
す

る
事
業
者
の
募
集
を
行
い
、
今
年
秋
頃

か
ら
提
案
事
業
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

委
員　
中
小
企
業
緊
急
災
害
対
策
資
金

利
子
補
給
金
な
ど
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
関

連
し
た
利
子
補
給
金
が
い
く
つ
か
あ
る

が
、
返
済
時
期
が
迫
っ
て
い
る
中
、
物

価
高
騰
の
影
響
等
に
よ
っ
て
、
返
済
が

滞
っ
た
事
業
者
へ
の
対
策
は
。

商
工
課
長
　
利
子
補
給
金
等
の
制
度
資

金
に
つ
い
て
、
産
業
界
か
ら
は
、
今
後
、

返
済
に
困
窮
す
る
事
業
者
が
出
る
の
で

は
な
い
か
と
の
声
が
あ
り
、
そ
う
し
た

懸
念
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
制
度
の
見

直
し
を
実
施
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

市
の
制
度
で
は
、
昨
年
10
月
に
返
済
条

件
の
変
更
に
係
る
対
応
を
見
直
し
、
据

置
期
間
及
び
返
済
期
間
の
制
限
を
緩
和

し
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

委
員　
地
域
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事

業
補
助
金
に
つ
い
て
、
同
じ
人
が
何
度

も
利
用
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
補

助
金
対
象
者
の
選
定
方
法
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
福
祉
世
帯

加
算
が
新
設
さ
れ
る
が
、
こ
の
内
容
は
。

建
築
課
長
　
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
度
と
４

年
度
は
早
期
に
予
算
額
に
達
し
た
が
、

地
域
住
宅
産
業
の
活
性
化
の
観
点
か
ら
、

申
請
回
数
の
制
限
は
設
け
て
お
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
12
年
間
実
施
し
た
中
で
、
複

数
回
補
助
対
象
と
な
っ
た
方
も
い
る
。

こ
の
た
め
、
５
年
度
か
ら
は
一
度
補
助

対
象
と
な
っ
た
方
は
、
向
こ
う
２
年
間

は
申
請
で
き
な
い
よ
う
改
め
た
。
こ
の

ほ
か
、
予
算
額
の
約
８
割
は
従
前
ど
お

り
４
月
に
先
着
順
で
受
け
付
け
る
も
の

の
、
残
り
の
２
割
は
８
月
頃
に
募
集
し

抽
選
選
考
と
す
る
こ
と
で
、
秋
以
降
の

工
事
を
予
定
し
て
い
る
方
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
福
祉
世
帯

加
算
と
し
て
、
高
齢
者
や
障
害
者
世
帯

が
行
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
に
対
し
、

５
年
度
か
ら
10
万

円
を
上
限
に
市
独

自
の
支
援
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

新荘内看護専門学校イメージ図新荘内看護専門学校イメージ図

新
荘
内
看
護
専
門
学
校
の

　
　
　
　
開
校
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
今
後
の
対
応
は

か
た
く
り
温
泉
ぼ
ん
ぼ
の
活
用
策
は

返
済
時
期
が
迫
る
事
業
者
へ
の
支
援
は

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
の
見
直
し
は

※サウンディング調査…利活用の発案・検討段階において、民間事業者に広く意見・提案
　　　　　　　　　　　を求め、対話を通じて参画意欲や活用方法、実現可能性、活用に
　　　　　　　　　　　当たっての課題、参画しやすい条件等を把握する調査。
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YouTube
「鶴岡市議会チャンネル」
本会議の生中継・録画配信を行っています。

総括質問
市長提出議案に対して、
会派を代表して質問します。

各議員１項目について概要をお知らせします。

若者・子育て世代の応援に安定的な財源を
新政クラブ 佐藤　麻里 議員

議
員
　
４
年
３
月
定
例
会
に

お
い
て
市
長
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
財
源
に
若
者
・
子
育

て
世
代
の
応
援
施
策
を
進
め

る
と
答
弁
し
て
い
た
が
、
ふ
る
さ
と

納
税
は
流
動
的
な
財
源
だ
と
考
え
る
。

持
続
的
で
伴
走
的
な
支
援
を
す
る
た

め
に
は
、
安
定
的
な
財
源
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
確
保
し
て
い
く
の
か
。

市
長
　
財
源
の
安
定
化
や
新
た
な
創

出
を
図
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
る
寄
附
金
の
更
な
る
増
収
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
そ
の
獲

得
に
努
め
て
い
る
。
子
育
て
支
援
策

に
限
ら
ず
、
新
規
事
業
や
既
存
事
業

の
拡
充
に
は
一
定
の
ふ
る
さ
と
寄
附

金
を
活
用
し
つ
つ
も
、
事
業
の
見
直

し
等
に
よ
り
捻
出
し
た
財
源
で
対
応

す
る
こ
と
が
基
本
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
、
行
財
政
改
革
大
綱
実
施
計

画
で
目
標
と
す
る
歳
出
削
減
や
歳
入

増
加
の
効
果
に
よ
り
捻
出
し
た
財
源

を
、
子
育
て
世
代
の
支
援
施
策
の
財

源
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

質問は市議会ホームページ等で公開している
録画配信や会議録で全てご覧いただけます。
原稿は質問した議員本人の責任において執筆
しています。

※会議録の公開には一定の期間を要します。

令和５年度の市政運営の基本方針は
新政クラブ 佐藤　博幸 議員

議
員
　
今
後
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
基
本

と
し
て
、
感
染
防
止
対
策
と

地
域
経
済
の
回
復
と
の
両
立

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

長
は
指
導
者
と
し
て
、
本
市
を
ど
の

よ
う
な
ま
ち
に
し
、
市
民
を
ど
こ
へ

導
い
て
い
く
考
え
か
。
政
治
理
念
と

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
５
年
度
の
市
政

運
営
の
基
本
方
針
は
。

市
長
　
コ
ロ
ナ
禍
で
産
業
構
造
の
変

化
や
人
々
の
価
値
観
が
多
様
化
す
る

中
で
も
、
こ
れ
ま
で
受
け
継
が
れ
て

き
た
創
造
と
伝
統
の
ま
ち
の
持
続
的

な
発
展
の
た
め
に
、
若
者
・
子
育
て

世
代
の
応
援
に
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
子
ど
も
た
ち
に
、
ま
た
、

市
内
外
に
鶴
岡
の
ま
ち
の
魅
力
を
発

信
し
、
若
者
・
子
育
て
世
代
に
選
ば

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
強
化
す
る
こ
と

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。
市

民
の
課
題
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
、

施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
デ
ジ

タ
ル
を
活
用
す
る
こ
と
も
含
め
、
な

お
一
層
の
市
民
参
画
、
対
話
と
協
働

に
配
慮
し
て
い
く
。

YouTube　鶴岡市議会

ほかの質問

ほかの質問

な
し

新
型
コ
ロ
ナ
、

防
災
・
災
害
対
策



※出水期…集中豪雨（梅雨）や台風等で洪水が起きやすい時期。

西目地内土砂災害の支援と今後の対策は
日本共産党鶴岡市議団 坂本　昌栄 議員

議
員
　
土
砂
に
巻
き
込
ま
れ

た
家
屋
や
家
財
の
撤
去
費
用

な
ど
、
撤
去
作
業
へ
の
支
援

は
。

市
長
　
二
次
被
害
防
止
や
生
活
環
境

保
全
、
公
衆
衛
生
向
上
の
観
点
か
ら
、

市
が
被
災
宅
地
の
が
れ
き
や
土
砂
の

処
分
を
直
接
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

関
係
者
と
調
整
中
で
あ
る
。
財
源
に

は
国
の
補
助
金
等
を
活
用
し
、
令
和

５
年
度
内
の
完
了
を
目
指
し
て
い
く
。

議
員
　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
観
察

や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
、
特
別

警
戒
区
域
内
の
住
民
へ
の
説
明
な
ど
、

今
回
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
対
応
は
。

市
長
　
５
年
以
内
を
め
ど
に
土
砂
災

害
警
戒
区
域
内
の
住
家
が
あ
る
全
箇

所
を
点
検
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

５
年
度
中
に
全
市
域
の
マ
ッ
プ
を
更

新
し
、
６
年
度
の
出
水
期
（
※
）
前

に
区
域
の
全
世
帯
に
配
付
予
定
で
あ

る
。
特
別
警
戒
区
域
内
の
住
民
に
は
、

マ
ッ
プ
に
特
別
警
戒
区
域
を
掲
載
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
更
新
に
当
た
っ

て
の
意
見
交
換
会
や
完
成
後
の
説
明

会
で
改
め
て
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

鶴岡型小中一貫教育の取組は
鶴岡市議会公明党 黒井　浩之 議員

議
員
　
藤
島
地
域
教
育
振
興

会
議
に
お
い
て
、
小
中
一
貫

教
育
と
小
中
一
貫
校
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
意

見
を
取
り
ま
と
め
て
い
く
の
か
。

教
育
長
　
地
域
住
民
や
保
護
者
、
教

職
員
や
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、
５

月
か
ら
説
明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
地
域
の
声
を
聞
い
て
い
く
。

議
員
　
藤
島
地
域
中
心
部
の
文
教
厚

生
施
設
が
老
朽
化
し
て
お
り
、
藤
島

中
の
改
築
に
当
た
っ
て
併
設
を
願
う

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
施
設
の
合

築
や
併
設
は
ど
こ
ま
で
可
能
か
。

教
育
長
　
全
国
で
は
図
書
館
や
公
民

館
等
の
文
教
施
設
を
併
設
し
て
い
る

事
例
が
あ
る
。
併
設
は
、
生
徒
の
多

様
な
学
習
機
会
の
創
出
と
地
域
住
民

の
利
便
性
向
上
に
寄
与
す
る
が
、
管

理
運
営
に
当
た
り
多
面
的
な
検
証
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
小
中
一

貫
教
育
に
関
す
る
議
論
と
並
行
し
、

４
年
度
か
ら
５
年
度
に
か
け
て
改
築

に
伴
う
周
辺
施
設
の
再
編
等
の
方
向

性
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

創造的行財政改革を進めるため公民共創を
ＳＤＧs鶴ヶ岡 田中　宏 議員

議
員
　
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

は
内
部
事
務
効
率
化
に
と
ど

め
ず
、
市
民
の
利
便
性
向
上

を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
と
成
果
は
。

市
長
　
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
立
ち
上

げ
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約

や
ご
み
分
別
情
報
の
提
供
等
に
活
用

し
、
現
在
登
録
数
は
３
万
３
、０
０

０
人
を
超
え
て
い
る
。
ま
た
、
朝
日

地
域
で
住
民
の
行
政
手
続
等
を
遠
隔

で
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
組
を
行
い
、
利

用
者
の
９
割
超
か
ら
高
評
価
を
得
た
。

５
年
度
は
、
高
校
生
の
遠
距
離
通
学

費
支
援
事
業
で
ス
マ
ホ
か
ら
の
申
請

等
を
可
能
に
す
る
ほ
か
、
荘
内
病
院

で
は
利
用
者
滞
在
時
間
短
縮
の
た
め
、

診
察
時
間
の
お
知
ら
せ
や
料
金
後
払

い
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
予
定
で
あ
る
。

議
員
　
創
造
的
行
財
政
改
革
を
進
め
、

創
造
と
伝
統
の
ま
ち
を
目
指
す
上
で
、

公
民
共
創
へ
の
考
え
は
。

市
長
　
今
後
よ
り
複
雑
多
様
化
す
る

課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
行
政

と
市
民
の
協
働
が
重
要
で
あ
り
、
対

話
を
重
視
し
施
策
を
進
め
て
い
く
。
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ほかの質問

ほかの質問

ほかの質問

新
型
コ
ロ
ナ
の
５
類
引
下

げ
に
対
す
る
対
応
、
農
林

漁
業
、
物
価
高
騰
対
策

な
し

な
し
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旧鶴岡病院を市税で解体　県の責任放棄では
市民フォーラム 石井　清則 議員

議
員
　
３
月
定
例
会
開
会
３

週
間
前
に
説
明
さ
れ
た
ば
か

り
の
旧
鶴
岡
病
院
解
体
と
跡

地
へ
の
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場

整
備
に
、
多
額
の
新
年
度
予
算
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。
解
体
費
総
額
と
サ

ッ
カ
ー
場
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
※
２
）
は
。

市
長
　
解
体
費
は
約
13
億
円
で
、
２

分
の
１
は
県
が
負
担
し
、
過
疎
債
を

活
用
す
る
と
実
質
的
な
市
の
負
担
額

は
約
１
億
９
、５
０
０
万
円
と
な
る
。

サ
ッ
カ
ー
場
は
、
整
備
に
約
10
億
円
、

40
年
間
使
用
し
た
場
合
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
は

約
35
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

議
員
　
県
有
施
設
は
県
の
責
任
で
解

体
す
る
べ
き
で
あ
り
、
多
額
の
解
体

費
を
市
が
負
担
す
る
こ
と
は
、
県
の

責
任
放
棄
と
感
じ
る
が
、
見
解
は
。

市
長
　
県
の
病
院
事
業
局
単
独
で
解

体
費
用
等
を
捻
出
す
る
こ
と
は
極
め

て
困
難
で
あ
る
と
伺
っ
て
お
り
、
長

年
こ
う
着
状
態
が
続
い
て
い
た
。
こ

の
問
題
を
抜
本
的
に
解
決
す
る
た
め

に
、
過
疎
債
を
活
用
し
た
解
体
跡
地

利
用
は
、
県
と
市
が
合
意
し
た
現
実

的
解
決
策
だ
と
考
え
て
い
る
。

浮体式洋上風力発電をターゲットに検討を
市民の声・鶴岡 草島　進一 議員

議
員
　
酒
田
市
、
遊
佐
町
で

着
床
式
洋
上
風
力
発
電
の
計

画
が
進
ん
で
い
る
が
、
離
岸

距
離
が
短
く
、
景
観
や
騒
音

の
面
で
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
本

市
は
、
Ｇ
Ｘ
（
※
１
）
を
踏
ま
え
、

20
㎞
以
上
沖
合
に
建
設
で
き
る
浮
体

式
洋
上
風
力
発
電
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
り
、
先
行
す
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
企
業

等
を
招
き
、
市
内
企
業
や
市
民
が
関

わ
れ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
共
同
協

議
体
）
を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
現
在
、
酒
田
市
と
遊
佐
町
の

沿
岸
域
に
お
い
て
、
洋
上
風
力
発
電

に
つ
い
て
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
鶴
岡
市
沖
に
つ
い
て
の
具
体
的

な
構
想
は
協
議
さ
れ
て
い
な
い
。
導

入
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
可
能
な
海

域
や
そ
の
自
然
条
件
、
漁
業
関
係
者

等
海
域
利
用
者
へ
の
影
響
、
合
意
形

成
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
利
害

関
係
者
も
多
岐
に
わ
た
る
と
認
識
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
市
と
し
て

は
、
近
隣
を
含
む
先
行
事
例
や
今
後

の
動
向
の
情
報
収
集
に
努
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

※1 ＧＸ…グリーントランスフォーメーション。化石燃料をできるだけ使わず、クリーンなエネルギーを活用していくための変革やその実現に向けた活動。

※2 ＬＣＣ…ライフサイクルコスト。建物等の設計建設から、維持管理、解体までにわたって要する費用のこと。

議員の
辞　職

人口減少・地域活性化対策
特別委員会
（R5.2.6～）

◎ 富 樫 正 毅　
○ 坂 本 昌 栄

◎ 佐 藤 博 幸　
○ 菅 井 　 巌

工 藤 　 博　 佐 藤 麻 里　 阿 部 　 寛　 本 間 正 芳
本 間 信 一　

草 島 進 一　 田 中　  宏　 石 井 清 則　 坂 本 昌 栄
秋 葉　  雄　 黒 井 浩 之　 佐 藤 昌 哉　 五十嵐一彦
尾 形 昌 彦　 渋 谷 耕 一

ほかの質問

ほかの質問

百 条 調 査
特別委員会
（R5.2.6～）

委員会の構成が一部変更になりました ◎委員長　○副委員長
（太字が変更箇所）

　石塚慶議員（新政クラブ）が議員の辞職願を提出し許可され、２月３日に辞職
しました。このことにより、鶴岡市議会議員の現員数は26人（欠員２人）となり
ました。（令和５年２月４日現在）

行
政
改
革
、
市
の
情
報
発

信
、
農
業
政
策

観
光
、
事
業
ご
と
の
組
織

体
制
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YouTube
「鶴岡市議会チャンネル」
本会議の生中継・録画配信を行っています。

中学校部活動
休日の地域移行は

本　間　正　芳 議員

議員　移行に係る各中学校区の話合いの状況は。
教育長　各中学校区では、円滑な地域移行に向
けて、土日に活動するか、活動する場合の体制、
責任の所在等について、話し合われている。
議員　部活動に所属しない生徒もいることから、
今後はどのように中学校生活を送るかという観
点まで踏み込まなければならない。民間クラブ
や塾等にはどの程度、移行が周知されているか。
教育長　民間団体に直接は説明しておらず、問
合せがあれば対応している。生徒が自分のやり
たいことを探し、見付けることができるよう、
今後、周知方法を検討していく。

ほかの質問 

なし

加茂の風力発電事業
中止申入れの理由は

議員　市が同事業の中止を申し入れる前に、地
元の声を直接拾う努力をなぜしなかったのか。
市長　賛成の声が多いとか、反対の声が多いと
いった理由で、中止を申し入れたものではない。
議員　環境省の見解は、「事業を中止すべき」
ではなく、「事業を進めるには十分な調査が必
要である」と理解している。しかし、市長は地
元への説明で「環境省としては容認できないと
受け止めた」と発言しているが、勘違いでは。
市長　勘違いではない。計画地はラムサール条
約登録湿地の近傍にあり、生態系への影響等に
は慎重な判断が必要なため、申入れを決断した。

ほかの質問  

令和５年２月１日の加茂における火災と火災罹
災者への支援等

就農訓練事業
農福連携で雇用創出を

阿　部　　　寛 議員

議員　農福連携（※）の取組は、障害者等の社
会参加の機会創出に加え、農業の担い手確保に
もつながるが、新たに取り組む生活困窮者等就
労準備支援事業の就農訓練事業の対象と内容は。
健康福祉部長　中高年の方や高校の中途退学者、
ひきこもり状態の方等就労に結び付きにくい方
を対象としている。事業内容は、福祉的農業支
援員の育成と、生活困窮者や社会参加の機会を
得にくい方の農業関連業務への就労、社会参加
への支援である。支援内容は、短期の農作業や
加工・販売を含めた農業に関する就労体験、地
域住民との交流や生活相談などを想定している。

ほかの質問  

農業振興

一般質問
市政全般について考え方や方針などを

市当局に質問します。
各議員１項目について概要をお知らせします。

※会議録の公開には一定の期間を要します。
※総括質問を行った議員を除く17人の質問を掲載します。

YouTube　鶴岡市議会

尾　形　昌　彦 議員

質問は市議会ホームページ等で公開している
録画配信や会議録で全てご覧いただけます。
原稿は質問した議員本人の責任において執筆
しています。

※農福連携…障害者等が農業分野で活躍することを通じ、自信や生きがいを持って社会に参画することを実現していく取組。
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遊休施設の旧羽黒第一
小学校の利活用は

本　間　信　一 議員

議員　閉校した旧羽黒一小の利活用計画は。
教育部長　具体化には至っていないが、地域資
源として地域活性化や地域振興に寄与する利活
用が望ましく、地元から活用策の提案があれば、
市も一緒に利活用計画を検討していきたい。
議員　図書館として使用されていた同校併設の
修学館を、住民の交流の場として活用したいと
の要望が地元から出ているが、見解は。
羽黒庁舎支所長　修学館については、建物使用
とトイレ等の設備改修の要望があったが、水道
配管が老朽化し使用できない状況である。今後、
改修も含め、活用に向けた支援を検討していく。

ほかの質問  

日帰り温泉施設

人工芝サッカー場整備
将来負担抑制の検討は

渋　谷　耕　一 議員

議員　全体構想や全体経費も示されない中、あ
まりに唐突な提案であり、説明不足ではないか。
市長　これまで平成29 年３月定例会の一般質
問でも、同整備についてやり取りがなされている。
議員　今後、建設費や管理費等がかさむことを
危惧している。小真木原運動公園内など、既存
施設周辺に整備すれば、多額の解体費のほか、
管理棟や大きな駐車場も不要となり、無駄な投
資もなくなるが、旧鶴岡病院跡地とした経緯は。
市長　旧鶴岡病院の解体は、地元からも要望を
受けており、解体とセットでサッカー場の整備
を図るための一つの解決手法がこの提案である。

ほかの質問  

風力発電事業

旧鶴岡病院解体と人工芝
サッカー場の整備は

佐　藤　昌　哉 議員

議員　解体事業はサッカー場整備を前提として
行うことから、解体の予算を提案する前に、整
備の基本構想や計画、全体事業費や運営費など
を、しっかり議会や市民に示すべきではないか。
教育部長　これまでもサッカー場整備と併せて、
病院解体の課題解決に取り組んできた。県と協
議を重ねてきた結果、過疎債という有利な財源
を活用し、二つの課題に取り組むものである。
議員　事業を一体にせず、別の場所にサッカー
場を造る場合でも、過疎債の対象になるのか。
総務部長　同じ施設であれば、過疎債の事務手
続をきちんと踏み、承認されれば対象になる。

ほかの質問  

なし

道の駅あつみ移転整備
事業の進捗状況は

五十嵐　一　彦 議員

議員　同事業の進捗状況と道の駅の開業時期は。
建設部長　事業者選定については、昨年10月
に募集と選定の考え方を公表しており、今年５
月に入札公告を行い、12月下旬には決定する予
定である。並行して、開発公社に用地取得及び
粗造成工事を依頼し、昨年12月に地権者と土地
売買契約を締結している。現在は工事に向けた
作業を進めており、８月頃の着工を予定してい
る。先進事例等を参考に、適切な設計建設・開
業準備期間を確保した上で、令和９年４月の開
業を目指しており、今後、日沿道の開通時期が
示されても、開業時期は変更しない予定である。

ほかの質問  

なし
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「こども宅食」の取組を
強化せよ

秋　葉　　　雄 議員

議員　経済的に厳しい家庭に食品を届ける機会
を通して、定期的につながりを持つきっかけを
作り、そこで情報を得て行政につなぐ取組とし
て、こども宅食の事業に着手してはどうか。
健康福祉部長　本市では、支援対象児童等の状
況把握や適切な支援につなげることを目的とし
て、社会福祉法人が運営する児童家庭支援セン
ターが、月２回程度、支援対象児童等がいる家
庭に弁当を届ける事業を実施している。市では
この事業に対し、４年度から見守り強化事業と
して国の補助金を活用し支援しており、今後も
国・県の動向を注視しながら取組を進めていく。

ほかの質問  

高齢者支援、
コロナ後遺症の実態と相談体制の整備

学校給食費の公会計化
に向けての検討状況は

南　波　　　純 議員

議員　市が学校給食費や学校徴収金を徴収・管
理する公会計化は、教職員の業務軽減に加え、
多様な納付方法が選択可能になるため、保護者
の利便性向上にもつながる。公会計化に向けた
システム作りの検討状況は。
教育部長　システムの規格や導入時期などに与
える影響の大きい、給食費無償化の在り方と整
合を図りながら進めていく必要がある。一方で、
デジタル化による利便性の向上は急務であり、
給食費のコンビニ納付やスマホアプリを活用し
たキャッシュレス納付など、公会計化とは別に
デジタル活用の可能性も検討していきたい。

ほかの質問  

部活動改革

新学校給食センター
現場の意見聴取は

工　藤　　　博 議員

議員　令和11年に開設予定の新学校給食セン
ターにおいては、現場で働く職員の意見やアイ
デアを建設設計に反映すべきと思うが、見解は。
教育部長　新センターでは、新たにアレルギー
対応や衛生管理手法であるＨＡＣＣＰ（※２）
の導入、ＳＤＧs 等への対応が求められること
から、職員の意見も施設整備に反映していくこ
とが重要と考えている。これまで２回行った職
員との意見交換では、現場目線の建設的な意見
が出されている。意見交換を継続して行い、児
童生徒はもちろん、職員にとっても理想的なセ
ンターになるよう、検討を進めていきたい。

ほかの質問  

保育に関連する職場の現状、
子育てに関連する市行政の体制

多様性を認め合う社会
実現に向けた考えは

遠　藤　初　子 議員

議員　全国的に性的多様性を認める動きが進ん
でおり、パートナーシップ・ファミリーシップ
制度（※１）を導入する自治体が増えている。
導入に当たっては、多様性への社会的認識を深
める必要があるが、市の考えは。
市民部長　様々な立場にいる方々が社会の中で
差別や偏見を受けることなく生活するためには、
全ての人が性や国籍、障害の有無等の多様性に
関する知識や理解を深める必要がある。市民に
理解を促す学びの場を提供し、また市職員が理
解を深める研修を実施しながら、誰もが自分ら
しく生きることのできる社会を目指していく。

ほかの質問  

高齢者福祉計画・介護保険事業計画

ハ サ ッ プ

※1 パートナーシップ・ファミリーシップ制度…性別等にかかわらず、互いを人生のパートナーとして、相互の協力により継続的な共同生活を行っている、又は継続的な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共同生活を行うことを約束した関係にあることを自治体に届け出た場合、受理証明書等を交付する制度。

※2 HACCP…食品等事業者自らが食中毒菌汚染や異物混入等の危害要因を把握した上で、原材料の入荷から製品の出荷に至る全工程の中で、それらの危害要因を除去
　　　　　　　又は低減させるために特に重要な工程を管理し、製品の安全性を確保しようとする衛生管理の手法。
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中央工業団地雨水対策
事業の進捗状況は

小　野　由　夫 議員

議員　中央工業団地の雨水対策は喫緊の課題で
あると考えるが、事業の進捗状況と完了予定は。
建設部長　上流部の日和田排水区では、青竜寺
川への樋門と延長242ｍの幹線排水路整備を進
めており、進捗率は40.9％で、整備完了は６年
度を見込んでいる。４年５月に樋門改修が完了し、
排水能力は大幅に向上した。下流部の茅原第２
排水区では、総延長880ｍの幹線排水路を改修
しており、進捗率は47.2％で、８年度の完了を
見込んでいる。道形第１排水区では、農業用水
路の茅原堰や道路側溝を改修しており、進捗率
は4.2％で、12年の完了を目標に進めている。

ほかの質問  

庄内南部中央道路（国道７号・国道47号連絡
道路）建設計画

旧東田川郡役所の国指定
史跡としての意義は

加　藤　鑛　一 議員

議員　旧東田川郡役所及び郡会議事堂の国指定
史跡としての歴史的、学術的な意義は。
教育部長　郡役所は明治20年、郡会議事堂は明
治36年に建設され、敷地内には旧東田川電気事
業組合の倉庫や土蔵も現存している。郡役所と
郡会議事堂が当時と同じ敷地に現存する例は全
国的にもなく、和風建築の郡役所と洋風建築の
議事堂が並び、西洋文化の受入れ状況を示して
いる。大正９年当時、郡営の電気事業は全国で
４か所しかなく、郡制廃止後も同組合に引き継
がれたことを伝える重要な近代遺跡として、国
の文化審議会から評価をいただいている。

ほかの質問  

鶴岡市国際化推進プラン

第五中学校区での
地域拠点体育館の整備は

菅　井　　　巌 議員

議員　平成26年策定の市スポーツ推進計画では、
地域拠点体育館が未整備である第五中学校区の
整備促進を図るとされており、地元自治会等か
らも整備要望がある。検討経過と今後の対応は。
教育部長　平成12年から継続して要望があり、
26年からは屋内球技ができる総合型体育館整
備の要望があり、31年策定の後期改定計画に同
学区への地域拠点体育館の整備促進を盛り込ん
でいる。大山地区に屋内多目的運動場が整備さ
れ、令和６年度には大山コミセンの大ホールが
整備予定であり、地区の状況を検証しながら、
地域拠点体育館整備の方向性を示していきたい。

ほかの質問  

農業政策、生活保護利用者の課題

保育士のなり手不足
解消の方策は

長 谷 川　　剛 議員

議員　日本の保育士配置基準は、１・２歳児が
56年前、４・５歳児が75年前に定められ、ＯＥ
ＣＤ（経済協力開発機構）諸国で最低水準にあ
る。本市の保育士の充足数と、なり手不足解消
の方策は。
健康福祉部長　市内全53保育施設で国の基準
を満たしており、ほとんどの施設が基準よりも
手厚く配置していると聞いている。なり手不足
解消策については、昨年５月に保育士人材バン
クを設置し、担い手確保を図っている。保育士
の待遇改善や充実した保育士確保施策等につい
て、国・県に引き続き要望していく。

ほかの質問  

部活動の地域移行、水道事業の広域化

ひ もん

せき
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農産物の販路及び
消費拡大に向けた取組は

佐　藤　久　樹 議員

議員　新規事業であるロンドン市場開拓チャレ
ンジ事業の内容と、想定する品目は。
農林水産部長　農産物や農産加工品等の海外市
場での販路拡大を図るものであり、ロンドン市
場での販促フェアや市場調査を想定している。
同市場では、市内事業者による市場開拓が進み
始めており、円安などを追い風にして取り組ん
でいきたい。海上輸送時間が長いため賞味期限
の長い農産加工品等が中心になると想定してお
り、６次産業化（※）の加工商品も対象になり
得る。バイヤーと商品供給者による商談の場を
設定して、継続的な取引につなげていきたい。

ほかの質問 

なし

学校トイレへの生理用品
配置の取組促進は

中　沢　深　雪 議員

議員　令和４年７月から12月までの５か月間、
寄贈された生理用品12,000枚を小・中学校の
トイレに試験的に配置したが、今後の対応は。
教育長　５か月間の試験的配置での使用枚数を
踏まえ、５年度用として2,600枚を追加購入し、
計１万枚を用意している。６年度以降は、市で
予算化を検討し、防災備蓄品と合わせて配付し
ていく予定である。トイレと保健室両方に配置
し、これまでどおり、保健室でも希望する児童
生徒に配付し、相談活動を行う機能を維持する。
また、貧困等で生理用品が準備できない児童生
徒を把握した際は、積極的に支援していく。

ほかの質問 

防災ＤＸ

手に取ってもらえる議会だより

　１月30日に、地方議会総合研究所の廣瀬和
彦氏を講師に招き、議員研修会を開催しました。
「議会基本条例とは～改革事項の解釈と運用を
理解する～」をテーマに、議会基本条例の定
義や時代の変化に応じた自治体議会の改革の
在り方、市民と議会の関わり等を、他市議会
の先進事例も交えながら講演いただきました。
　今後、議会基本条例の制定等を検討する上で、
大変参考になる研修となりました。

議会だよりやＳＮＳによる情報発信について、
先進的な取組を視察しました。

広報広聴委員会視察報告

　丹波市では、議会だよりの主なターゲットを子育て
世代とし、「５分でキャッチできる議会だより」を目
指し、常に読者目線で親しみやすい紙面づくりに努め
ていた。また、表紙のイラストを市内高校の美術部に
依頼するなど、手に取ってもらうための工夫も行って
いた。
　先進事例を参考
にし、本市でも親
しんでもらえる分
かりやすい紙面を
目指していきたい。

1月19日：兵庫県丹波市
1月20日：大阪府八尾市

視察先

議員研修会を開催

※６次産業化…農林漁業（１次産業）者が、農産物などの生産物の価値を上げるため、農畜産物・水産物の生産だけでなく、食品加工（２次産業）、流通・販売（３次産業）にも
   　               取り組むことによって農林水産業を活性化させ、農山漁村の経済を豊かにしていこうとするもの。
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※各会議の開会時刻は午前10時です。
　午後にわたる場合は１時間程度の休憩をはさみ再開します。
※日程は変更される場合がありますので、ご了承ください。

議
会
の
会
議
録
を
閲
覧
す
る
に
は

◆
本
所
及
び
各
庁
舎
の
市
民
ロ
ビ
ー
、
鶴
岡
地
域

の
各
コ
ミ
セ
ン
、
図
書
館
本
館
に
お
い
て
、
会

議
録
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
会
議
録
の
閲
覧
・
検
索
が

で
き
ま
す
。
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

本　会　議
（一般質問）
議会運営委員会

本　会　議
（開会・総括質問）
予算特別委員会

本  会  議
（一般質問）

予算特別委員会議会運営委員会

厚　　　生
常任委員会

産 業 建 設
常任委員会

市 民 文 教
常任委員会

総　　　務
常任委員会

本  会  議
（一般質問）

本 会 議
（表決・閉会）

常任委員会
予　備　日

議会を傍聴される
皆さんへ

請願・陳情 提出期限
６月６日（火）午後１時

　
鶴
岡
市
議
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
防
止
す

る
と
と
も
に
、
傍
聴
に
お
越
し
の
方
の
健
康
を
守
る
た
め
、

次
の
こ
と
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

•
傍
聴
席
の
間
隔
を
空
け
て
着
席
し
て
く
だ
さ
い
。

•
マ
ス
ク
の
着
用
は
、
個
人
の
判
断
で
お
願
い
し
ま
す
。

•
入
場
時
に
手
指
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
し
て
く
だ
さ
い
。

•
発
熱
な
ど
体
調
が
優
れ
な
い
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
会
議
は
本
所
及
び
各
庁
舎
市
民
ロ
ビ
ー
の
テ

レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
で
も
生
中
継
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
は
生
中
継
及
び
録

画
配
信
も
視
聴
で
き
ま
す
。

西目地内土砂災害現場視察西目地内土砂災害現場視察西目地内土砂災害現場視察
　３月27日に市議会として
西目地内土砂災害の現場視
察を行い、県担当者からこ
れまでの状況と今後の対応、
被害拡大の可能性等につい
て説明を受けました。
　今後も、一日も早い復興
に向け、当局と連携して取
り組んでいきます。

　

３
月
定
例
会
で
は
、
特
に
旧

県
立
鶴
岡
病
院
解
体
と
人
工
芝

サ
ッ
カ
ー
場
整
備
事
業
に
つ
い

て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、

慎
重
な
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
も
高
か

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
こ
の
春
、
マ
ス
ク
着
用

が
個
人
の
判
断
に
な
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
が
５
類
感
染
症
へ
引
き

下
げ
ら
れ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に

向
け
て
舵
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
３
年
、
目
に
見
え
な
い
ウ

イ
ル
ス
に
よ
っ
て
社
会
活
動
は

制
限
さ
れ
経
済
活
動
は
停
滞
し
、

人
と
の
関
わ
り
が
希
薄
に
な
り

ま
し
た
。
失
っ
た
時
間
を
取
り

戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

本
当
に
大
切
な
も
の
や
必
要
な

も
の
は
何
な
の
か
、
考
え
る
時

間
に
も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
新
た
な
ア
イ
デ
ア
も
生
ま

れ
、
働
き
方
や
暮
ら
し
方
も
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
多
様
化
が

進
む
中
、
個
人
の
判
断
や
考
え
、

生
き
方
が
尊
重
さ
れ
、
周
り
の

人
を
思
い
や
れ
る
優
し
い
社
会

に
な
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

編
集
後
記

広
報
広
聴
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

麻
里
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